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鯉
の
ぼ
り
の

起
源
は
江
戸
時

代
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。

　

当
時
、
端
午
の
節
句
が
近

づ
く
と
、
武
家
で
は
屋
敷
の

玄
関
前
に
家
紋
の
入
っ
た

幟
、
吹
流
し
な
ど
を
飾
っ
て

先
祖
の
武
勲
を
称
え
、
わ
が

子
の
成
長
と
出
世
を
祈
る
こ

と
が
習
わ
し
だ
っ
た
。
こ
れ

を
見
た
江
戸
の
町
人
た
ち

が
、
自
分
た
ち
も
盛
大
に
節

句
を
祝
お
う
と
考
え
だ
さ
れ

た
の
が
鯉
の
ぼ
り
で
あ
る
。

　

中
国
の
伝
説
で
は
、
鯉
は

黄
河
上
流
の
竜
門
の
滝
を
昇

り
切
れ
ば
、
竜
に
な
っ
て
昇

天
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鯉
は
生
命
力
が
強
い

だ
け
で
な
く
、
潔
い
魚
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
こ

と
か
ら
、
男
の
子
の
立
身
出

世
を
表
わ
す
に
は
最
も
ふ
さ

わ
し
い
魚
と
さ
れ
、
屋
外
用

の
飾
り
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
た
の
だ
。

　

江
戸
で
生
れ
た
鯉
の
ぼ
り

は
た
ち
ま
ち
全
国
に
広
が
っ

た
。
な
お
、
都
市
周
辺
で

は
、
住
宅
事
情
や
少
子
化
な

ど
に
よ
り
、
民
家
の
庭
に
高

々
と
揚
が
る
鯉
の
ぼ
り
の
姿

を
見
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
恋
に
淡
ぱ
く
な
草

食
系
男
子
が
増
え
た
の
は
、

こ
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
Ｙ
）

ヒバクシャ国際署名

今号同封

返信は協会へ

「患者負担増の自動化導入」提案を
撤回し、社会保障の拡充を求める

小澤力理事長が談話

院内掲示ポスター改訂
今号同封、医院で活用を

施
設
基
準

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
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川
崎
哲
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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事
務
局
長　

寺
内
順
子

　

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
国
際
法
で
違
法
と
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択
さ
れ

１
年
を
迎
え
る
。
条
約
発
効
の
基
準
と
な
る
50
カ
国
の
批
准
の
早
期
達
成
が
焦
点
だ
。
条
約

に
反
対
す
る
核
保
有
国
や
同
盟
国
で
の
世
論
の
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
条
約
採
択
に
貢

献
し
２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
国
際
運
営
委
員
・
川
崎
哲
氏
に
条
約
の
値
打
ち
と
課
題
を
聞
い
た
。

　

禁
止
条
約
に
は
ど
の
よ
う

な
値
打
ち
が
あ
り
ま
す
か
―

　

今
日
の
世
界
で
兵
器
の
製

造
、
売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
殺
傷
力
の
高

さ
、
被
害
の
大
き
さ
か
ら
、

生
物
兵
器
な
ど
一
部
の
大
量

る
こ
と
も
許
し
て
い
ま
せ

ん
。
例
外
規
定
の
な
い
完
全

な
禁
止
を
定
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、核
保
有
国
が
、将
来

条
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
締
約
国
は
核
兵
器
の

保
有
の
有
無
を
申
告
し
、
保

有
し
て
い
な
い
場
合
は
国
際

的
査
察
を
受
け
入
れ
、
保
有

し
て
い
る
場
合
は
廃
棄
、
検

証
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
条
約
は
核
兵
器

の
使
用
で
被
害
を
受
け
た
人

々
に
医
療
的
・
社
会
的
・
経

済
的
援
助
を
行
う
義
務
や
核

兵
器
の
使
用
・
実
験
に
関
連

す
る
活
動
で
汚
染
さ
れ
た
環

境
を
回
復
す
る
義
務
を
締
約

国
に
課
し
て
い
ま
す
。
核
兵

器
の
被
害
者
に
も
目
を
向
け

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
条

約
は
軍
縮
条
約
で
あ
り
な
が

ら
、
人
権
・
人
道
条
約
と
い

う
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
。 

（
つ
づ
く
）

　

か
わ
さ
き
・
あ
き
ら

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
共
同

代
表
。
１
９
６
８
年
生
ま
れ
。

東
京
大
学
卒
業
。
著
書
に
『
核

兵
器
を
禁
止
す
る
』
な
ど
。

破
壊
兵
器
は
国
際
法
で
禁
止

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
核
兵
器
は
最
悪
の
大
量
破

壊
兵
器
で
す
。
核
禁
止
を
め

ぐ
っ
て
は
、
１
９
７
０
年
に

核
兵
器
拡
散
を
防
ぐ
目
的
で

５
カ
国
に
核
保
有
を
「
公

認
」
し
た
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
が
発
効
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
ド

や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
は
加
入

せ
ず
、
北
朝
鮮
が
脱
退
し
、

核
軍
縮
に
お
け
る
前
進
面
は

限
定
的
で
す
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
17
年

７
月
に
、
１
２
２
カ
国
の
賛

成
票
を
得
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
有
志
国
だ
け
で
な
く
、

国
連
の
枠
組
み
の
な
か
で
作

ら
れ
、
将
来
的
に
核
保
有
国

を
巻
き
込
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
条
約
は
、
核
兵

器
を
非
人
道
的
兵
器
と
断

じ
、
核
兵
器
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
活
動
を
禁
止
し
、
核
保

有
国
が
核
兵
器
を
廃
棄
す
る

包
括
的
な
道
筋
を
描
い
た
も

の
で
す
。

　

禁
止
条
約
の
内
容
は
―

　

条
約
は
、
核
兵
器
を
つ
く

る
こ
と
、持
つ
こ
と
、持
ち
込

む
こ
と
、
使
う
こ
と
を
禁
止

し
、
こ
れ
ら
一
切
に
協
力
す

ら
ぎ
、
国
民
皆
保
険
制
度
自

体
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
」
と

財
務
省
提
案
の
危
険
性
を
訴

え
た
。

　

提
案
の
背
景
に
は
、
公
的

医
療
費
に
対
す
る
国
や
大
企

業
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と

す
る
狙
い
が
あ
る
。
協
会

は
、
際
限
な
い
患
者
負
担
増

に
反
対
し
、
社
会
保
障
の
抜

本
的
充
実
に
よ
り
国
民
の
命

と
健
康
を
守
る
と
い
う
政
府

の
責
任
を
全
う
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

　

協
会
は
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
、
施

設
基
準
で
定
め
ら
れ
た
院
内
掲
示
事
項
の

ポ
ス
タ
ー
を
改
訂
し
た
。
今
号
に
同
封

し
、
全
会
員
に
届
け
る
。

は
16
日
、
提
案
の
撤
回
と
社

会
保
障
の
抜
本
的
な
拡
充
を

求
め
る
談
話
を
発
表
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
、「
国
民

は
高
過
ぎ
る
保
険
料
負
担
に

苦
し
み
、
窓
口
負
担
が
払
え

ず
受
診
抑
制
に
繋
が
っ
て
い

る
。
特
に
歯
科
に
お
け
る
治

療
中
断
や
受
診
抑
制
は
深
刻

だ
」
と
指
摘
。「
こ
れ
以
上

の
高
率
・
高
額
の
負
担
と
な

れ
ば
、
国
民
の
命
や
健
康
を

守
る
た
め
に
あ
る
公
的
医
療

保
険
制
度
の
存
在
意
義
が
揺

　

４
月
25
日
の
財
政
制
度
等

審
議
会
財
政
制
度
分
科
会

で
、
財
務
省
が
「
医
療
費
の

の
び
に
応
じ
て
医
療
保
険
の

給
付
率
を
自
動
的
に
調
整
す

る
仕
組
み
」
を
提
案
し
た
こ

と
を
受
け
、
小
澤
力
理
事
長

さ
ら
な
る
値
上
げ
も

　

大
阪
社
保
協
は
４
月
、
大

阪
府
内
43
市
町
村
に
対
し
て

「
国
保
料
緊
急
動
向
調
査
」

を
実
施
し
た
。

　

大
阪
は
「
統
一
国
保
料
」

を
目
指
し
て
い
る
が
、
直
ち

に
統
一
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
今
年
度
か
ら

「
統
一
国
保
料
率
に
合
わ
せ

た
」
と
回
答
し
た
の
が
柏
原

市
な
ど
６
自
治
体
、
そ
の
他

は
「
独
自
保
険
料
」
と
回
答

し
た
（
回
答
は
全
27
自
治

体
）。
ま
た
、
保
険
料
が
前

年
度
よ
り
「
上
が
る
」
と
回

答
し
た
の
が
豊
中
市
な
ど
５

自
治
体
、「
同
じ
」
が
大
阪

市
な
ど
５
自
治
体
、「
下
が

る
」
が
池
田
市
な
ど
の
８
自

治
体
で
あ
っ
た
（
表
）。

　

な
お
、「
下
が
る
」と
回
答

し
た
自
治
体
の
多
く
は
、
も

と
も
と
保
険
料
が
高
い
。
昨

年
の
府
内
国
保
料
順
位
（
所

得
２
０
０
万
円
現
役
４
人
家

族
）
で
は
、（
高
い
順
か

ら
）
高
石
市
３
位
、
池
田
市

４
位
、
阪
南
市
５
位
、
泉
大

津
市
８
位
と
な
っ
て
い
る
。

法
定
外
繰
入
の
縮
小

　

調
査
で
は
「
一
般
会
計
法

定
外
繰
入
」
が
、
大
き
く
後

退
し
て
い
る
こ
と
が
鮮
明
と

な
っ
た
。
２
０
１
７
年
度
予

算
額
と
比
較
を
す
る
と
、
大

阪
市
は
１
３
５
・
７
億
円
か

ら
68
・
３
億
円
と
半
減
、
豊

中
市
は
81
・
２
億
円
か
ら
17

・
６
億
円
と
５
分
の
１
に
ま

で
減
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の

自
治
体
で
も
大
き
く
減
ら
し

て
い
る
。
一
般
会
計
法
定
外

繰
入
は
、
国
庫
支
出
金
が
減

ら
さ
れ
る
中
で
各
市
町
村
が

高
騰
す
る
国
保
料
を
少
し
で

も
抑
え
る
た
め
に
独
自
の
権

限
で
繰
り
入
れ
て
き
た
も
の

だ
。
統
一
国
保
の
動
き
の
中

で
、
最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

こ
の
法
定
外
繰
入
の
縮
小
だ

と
言
え
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
国
民
皆

保
険
制
度
の
要
と
し
て
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
っ
て

き
た
。
か
つ
て
は
農
漁
民

が
、
現
在
は
無
職
者
・
非
正

規
労
働
者
が
被
保
険
者
の
多

数
を
占
め
る
。
時
代
が
変
わ

ろ
う
と
も
一
貫
し
て
共
通
し

て
い
る
の
は
「
低
所
得
者
の

た
め
の
公
的
医
療
保
険
」
で

あ
る
こ
と
。
一
般
会
計
法
定

外
繰
入
の
縮
小
は
必
ず
や
国

保
料
の
高
騰
を
招
き
、
低
所

得
者
を
直
撃
す
る
。
制
度
改

善
に
向
け
、
住
民
と
自
治
体

が
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

核
廃
絶
の
道
筋
描
く
禁
止
条
約

い
の
ち
と
健
康
守
る
制
度
へ

㊦

国保都道府県単位化の

課題
問題とと

国際法で禁止されてきた非人道兵器

1972年 生物兵器
生物兵器禁止条約により禁止

1993年 化学兵器
化学兵器禁止条約により禁止

1997年 対人地雷
対人地雷禁止条約により禁止

2008年
クラスター爆弾
クラスター爆弾禁止条約によ
り禁止

2017年 核兵器
核兵器禁止条約が成立

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を５月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

「国民健康保険料」緊急動向調査結果

保険料

（ ）回答
18自治体

上がる
豊中市、摂津市、八
尾市、羽曳野市、和
泉市

同じ
大阪市、寝屋川市、
富田林市、太子町、
田尻町

下がる
池田市、島本町、大
東市、枚方市、高石
市、泉大津市、泉南
市、阪南市

法定外繰入

（ ）回答
26自治体

入れる 大阪市、吹田市など
15自治体

入れない 枚方市、八尾市など
11自治体

核なき
世界へ

上


